
 
令和６年度日本ＮＧＯ連携無償資金協力 

「イルビッド県における脆弱層に向けた初等・中等教育の就学・学習支援体制強化事業」 

（第３年次）（特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン） 

贈与契約書への署名 

 

 

２０２４年６月４日、奥山爾朗大使と池之谷理恵ワールド・ビジョン・ジャパン・プロジェク

ト・マネジャーは在ヨルダン日本大使館において、日本政府のＮＧＯ連携無償資金協力の枠組みに

より実施される「イルビッド県における脆弱層に向けた初等・中等教育の就学・学習支援体制強化

事業」のための７０９，２２７米ドルの贈与契約に署名しました。本事業は、３か年事業の第３年

次事業に当たり、日本政府は、第１年次事業に対して、７６４，２１１米ドルの支援を、第２年次

事業に対して７２９，９０３米ドルの支援を実施しています。 

 

 本事業は、イルビッド県の公立学校において、補習授業（英語・ライフスキル授業）の提供や、

バリアフリーの学校施設・教材の整備、教員・学校スタッフのインクルーシブ教育に係る能力強化

等を通じ、不就学児童や特別なニーズを有する児童等が公立学校での就学を再開・継続できる環境

を整備することによって、ヨルダンにおける社会的格差の是正や脆弱層のエンパワメントに貢献す

ることを目的とし、ヨルダンでの活動経験の豊富な日本のＮＧＯであるワールド・ビジョン・ジャ

パンが実施します。 

 

 ワールド・ビジョン・ジャパンは、ヨルダンにおいて、２０１４年から２０２１年にかけてイル

ビッド県及びザルカ県で教育支援事業を実施した他、２０２１年から２０２２年には、アズラック

難民キャンプにおいても、同キャンプ内で適切な新型コロナウイルス感染対策がとられるよう、衛

生・清掃用品の配布や水衛生設備の設置・修繕等の支援も実施しました。 

 

 

  

 

 


